
⼈⽂学類

⽇本語・⽇本⽂化学類
⽐較⽂化学類

⼈⽂・⽂化学群
School of Humanit ies and Culture

⼈⽂学類
College of Humanities

学⼠（⼈⽂学）
■Bachelor of Arts

「⼈間とは何か」という問いを根底におき、⼈間存在とその諸活動の所
産としての⽂化全般について主体的に考察しうるとともに、グローバル
化が進展する世界における諸問題に積極的に関与し発⾔しうる、真に
教養ある⼈材を養成します。

⼈材養成⽬的

⼈⽂系と⽂化系の多様な学問領域に
おける古今東⻄の⾼度な専⾨知識の
みならず、豊かな教養、国際的視野、
優れたコミュニケーション能⼒を⾝に
つけ、異⽂化および⾃国⽂化に対す
る深い理解⼒を持つ、グローバル社
会の中で真に活躍できる⼈材を養成
します。

⼈材養成⽬的

⼈⽂系の学問に必要な論理的な思考⼒と表現⼒を⼗分に持つと同時
に、世界の多様な⽂化や歴史に対して開かれた関⼼を持ち、⾃律的な
学習と批判的な考察を通して問題を⾃ら発⾒し解決していく能⼒と意
欲を有する⼈材。

求める⼈材
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▎定期的な試験・レポートと授業アンケートの実施により、教育⽬標の
達成度について教員と学⽣が双⽅向に評価し、教育⼒を向上するよう
努めています。
▎クラス連絡会を通じて学⽣・教員間の意⾒交換を⾏うことにより、教
育の質の持続的改善を図るシステムを確⽴しています。
▎1・2年⽣のために、演習公開や専攻説明会を実施し、3年次での主
専攻・コースへの進級が円滑に進むようサポートしています。
▎1⼈の教員が1年次から4年次までを通して担当するクラス担任制と
並⾏して、3年次以降は、11コース毎にクラス担任が設けられており、
コースのクラス担任が専攻に即した履修指導を⾏っています。
▎演習授業や卒業論⽂指導では、少⼈数の学⽣を対象に、個々の学
修の進展状況を⼗分に把握し、それに応じたきめ細かい指導を⾏って
います。
▎実習授業では、報告書を作成するなどして成果を地域社会へ還元し、
その評価を授業の改善に⽣かすことに努めています。

教育の質の保証と改善の⽅策

教育⼒向上への取組

教員学⽣

演習公開や専攻説明会による
進級のサポート

コースのクラス担任による履修指導

少⼈数教育による
きめ細やかな学習指導

定期試験・レポート、授業アンケート、
クラス連絡会を通じた
双⽅向の評価、意⾒交換

⼈
⽂
・
⽂
化
学
群

⼈
⽂
学
類

卒業後の進路

学校教員
▎公⽴…⻘森県、秋⽥県、茨城県、栃⽊県、
群⾺県、千葉県、富⼭県、⾼知県、⻑野県
▎私⽴…つくば秀英⾼等学校、常磐⼤学⾼校
官庁・⾃治体・独⽴⾏政法⼈等
厚⽣労働省、⽂部科学省、農林⽔産省、国
⼟交通省、宮内庁、茨城県、⼭形県、埼⽟県、
東京都、千葉県、⻑野県、徳島県、札幌市、
つくば市、横浜市、川崎市、名古屋市、東京
⼤学、筑波⼤学、国⼟地理院、北海道博物館、
⾨司税関、森林総合研究所
企業・団体
▎マスコミ・出版…朝⽇新聞社、読売新聞社、
茨城新聞、⼩学館集英社プロダクション
▎情報・通信…⽇本アイ・ビー・エム、NTT

ドコモ、NTT ⻄⽇本、丸紅 IT ソリューシ
ョンズ、マイナビ、共同通信社、⽇本郵便、
セガ
▎⾦融・保険…野村證券、三菱UFJ 信託銀⾏、
常陽銀⾏、千葉銀⾏、オリックス⽣命保険、
損保ジャパン、住友⽣命保険、太陽⽣命保険
▎機械・化学・エネルギー・製造…トヨタ⾃動
⾞、⼩松製作所、⽇産化学、⽇本精⼯、中部
電⼒パワーグリッド、富⼠電機、ユニクロ、
ニトリ、ぺんてる、⼤⽇本印刷
▎運輸… JR 東⽇本、⽇本交通、NEXCO 東⽇
本、全⽇本空輸、京王電鉄、関東鉄道
▎建設・不動産…⻑⾕⼯リアルエステート、旭
化成不動産レジデンス、ダイワハウス⼯業、
オープンハウス
▎⾷品・化粧品…敷島製パン、UCC 上島珈琲、
久光製薬
▎商社・流通…三菱商事、イオンリテール、
良品計画、セブン -イレブン・ジャパン
▎教育…四⾕⼤塚、河合塾、⽇本⼊試センタ
ー、茨進個別指導学院、トライグループ
▎サービス…有限責任監査法⼈トーマツ、東
急ホテルズ、楽天グループ、富⼠通 Japan、
吉本興業、星野リゾート、ドトールコーヒー

就職先の例

▎筑波⼤学⼤学院…⼈⽂社会科学研究群、⼈
間総合科学研究群、⽣命環境科学研究群、シ
ステム情報⼯学研究群
▎他⼤学⼤学院…北海道⼤学、東北⼤学、
東京⼤学、慶應義塾⼤学、明治⼤学、⽴教
⼤学、京都⼤学、チューリッヒ⼤学

⼤学院進学の例

卒業⽣の約7割は、企業・教員・公務員
など国内外で広く活躍しています。約3

割は⼤学院に進学しています。
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学⼠（⼈⽂学）に係る学修成果を⾝に付け
るためのプログラムとして、次の⽅針に基
づき教育課程を編成・実施します。
総合的な⽅針

哲学、史学、考古学・⺠俗学、⾔語学とい
う四つの主専攻を置き、各主専攻には専
⾨分野毎にコース（全体として11コース）
を設け、1年次から卒業まで段階的に専⾨
知識を深く⾝につける充実した学修カリキ
ュラムを提供しています。また、各授業は
基本的に春学期と秋学期で完結するカリ
キュラムとし、在学中の海外留学などに柔
軟に対応できるようにしています。
順次性に関する⽅針

教育課程前半では、専⾨分野に関する基
礎的な能⼒を育てつつ、「総合智教育」の
理念に基づいて豊かな教養の涵養を重視
します。教育課程後半では専⾨分野に関
する洞察をより深め、卒業研究につながる
教育内容を提供します。
▎1年次には「専⾨導⼊科⽬」などを通じて、
⼈⽂科学⼀般に関する広い知識を伝える
とともに、各種の共通科⽬によって主体的
な思考の基礎となる教養を育てます。それ
と並⾏して「専⾨基礎科⽬」を通じて専⾨
を学ぶための基礎を養います。
▎2年次から3年次に主専攻・コースを選
択し、各分野の研究の⽅法論を⾝に付け、
問題解決能⼒を⾼めます。同時に、現代
世界の諸問題に対する⼈⽂学的視点の重
要性を意識させるとともに、実習授業など

筑波⼤学学⼠課程の教育⽬標に基づく修得すべき知識・能⼒（汎⽤
コンピテンス）を修得し、かつ本学群・学類の⼈材養成⽬的に基づき、
学修の成果が次の到達⽬標に達したと認められる者に、学⼠（⼈⽂学）
の学位を授与します。

▎コミュニケーション能⼒…外国語やコンピュータを的確に駆使しなが
ら、他者に⾃らの考えを論理的に伝達するとともに、他者の考えを⼗
分に理解し、対話を通じて相互に了解可能な共通認識に到達するこ
とができる。
（関連するコンピテンス：資料読解・分析⼒ ディスカッション⼒）

▎想像⼒…「⼈間とは何か」という問いに根差して知性と感性を磨き、
⼈間存在とその諸活動の所産としての⽂化全般に鋭い洞察を加え、
現代世界の諸課題の発⾒と解決に果敢に挑戦し、⼈類の未来へとま
なざしを向けることができる。
（関連するコンピテンス：情報収集⼒・状況対応⼒）

▎専⾨的能⼒…⼈⽂系の諸学問分野の専⾨的知識と固有の⽅法論と
を修得し、それに基づいて⾃らの取り組む問題に関する⽂献や原資料
を調査・収集・分析することを通して、実証的に⾃⾝の考えを構築し
不断に更新していくことができる。
（関連するコンピテンス：哲学の理解、史学の理解、先史学・考古学の
理解、⺠俗学・⽂化⼈類学の理解、⾔語学の理解、資料読解・分析
⼒ ディスカッション⼒、情報収集⼒・状況対応⼒、論理構成⼒・研究⼒）

Bachelor of Arts

学⼠（⼈⽂学）

⼈ ⽂ ・ ⽂ 化 学 群 ⼈ ⽂ 学 類

教育課程編成・実施の⽅針学位授与の⽅針
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で直接的に社会との連携や対話を深めま
す。さらに、演習授業では、教員・学⽣間
の対話を通して⾃⼰発信能⼒を向上させ
ます。また、早くから「⼈間とは何か」という
問いに⽴脚した卒業研究に向けての問題
意識を⾼めます。こうして⾝につけた幅広
い教養と専⾨的能⼒に基づき、4年次で卒
業論⽂を作成させます。
実施に関する⽅針

学⽣の志望を尊重し、主専攻・コースは主
体的に選択させます。教員が学⽣の学修
状況を詳しく把握し、学修の進展に応じて
適切な課題を与えることが可能な少⼈数
教育を重視しています。また、多くの教室
では映像や⾳声メディアも駆使した授業

を受けられる設備が整っているとともに、
PCサテライトを利⽤して学修する環境も
整えています。
学修成果の評価に関する⽅針

それぞれの授業科⽬では、教員が厳正な
教育評価を実施します。2年次末には、各
コースが指定している専⾨基礎科⽬が履
修されているかを確認し、その結果に基づ
いてコースへの所属を決定します。4年次
には、12⽉に提出される卒業論⽂の内容
とそれについての⼝頭試問の結果を総合
的に評価し、学類が定める学位授与の⽅
針における⽬標に到達しているか判断しま
す。

主専攻・コースの構成

哲学・倫理学
宗教学

哲学主専攻

⽇本史学
ユーラシア史学
歴史地理学

史学主専攻

先史学・考古学
⺠俗学・⽂化⼈類学

考古学・⺠俗学主専攻

⼀般⾔語学
応⽤⾔語学
⽇本語学
英語学

⾔語学主専攻

育成する能⼒とカリキュラムの構造

⼈⽂系諸分野の専⾨的知識と
固有の⽅法論の修得を通じ、
実証的に⾃⾝の考え⽅を構築し
不断に更新していくことができる

専⾨的能⼒
⼈間存在とその諸活動の所産としての

⽂化全般に鋭い洞察を加え、
現代世界の諸課題の発⾒と解決に

挑戦していくことができる

想像⼒
外国語やコンピュータを的確に
駆使しながら、対話を通じて

他者と相互に了解可能な共通認識に
到達することができる

コミュニケーション能⼒

卒業論⽂

4年

3年

2年

1年

主専攻・コースを選択し、専⾨分野に関する洞察をより深め、
各分野の問題解決の⽅法論を修得するとともに、
社会との連携や対話を深め、⾃⼰発信能⼒を発展

専⾨科⽬

各主専攻に応じ、後に深く専⾨を学ぶための基礎を養成
専⾨基礎科⽬

基礎科⽬（共通科⽬・関連科⽬）
■⼈⽂科学⼀般に関する広い知識を修得

■主体的な思考の基礎となる教養を涵養するとともに、⾼度な
アカデミック・リテラシー（外国語・情報処理・国語）を修得

■専攻する分野に関連して広い視野を⾝に付ける
（他学群・他学類の科⽬等）

学位授与の⽅針における到達⽬標

⼈
⽂
・
⽂
化
学
群

⼈
⽂
学
類

学
⼠
︵
⼈
⽂
学
︶
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特⾊

⼀定の範囲内で、他コースや他主専攻、
他学類の授業も履修し、幅広い視野を⾝
につけられるような教育課程を編成してい
ます。また、在学中に最低⼆つの外国語を
重点的に学び、幅広いコミュニケーション
能⼒を⾝に付けることができるようにして
います。さらに、留学先で履修した授業の
単位の認定が可能です。

Bachelor of Arts

学⼠（⼈⽂学）

⼈ ⽂ ・ ⽂ 化 学 群 ⼈ ⽂ 学 類
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